
























































































 第6章 末母音の形態素らしさ 


























  本章では、上記に加えて、接続形の用法も説明する。 























































 第12章 結論 
  結論として、各章のまとめをしたうえで、それぞれの章の意義と課題について述べ
る。 
 最後には、5, 7, 8章の議論を補足する語彙と例文、民話テキスト、及び参考文献
表が添えられている。 
 
 
 
  
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、タンザニア共和国ザンジバル、ウングジャ島マクンドゥチ郡で話
されているスワヒリ語の方言に関する研究である。スワヒリ語はアフリカで話
されているバンツー系の言語のなかでは、共通語の役割を果し最も良く知られ
ている言語である。バンツー系の諸言語の調査はスワヒリ語を媒介として行わ
れる関係で、スワヒリ語それ自体、とりわけその成立の基盤になったスワヒリ
語諸方言の研究は、日本だけでなく世界的に見ても稀少であり貴重である。学
部時代にスワヒリ語を学んだ論者は、スワヒリ語の方言研究が等閑視されてい
る状況を知り、大学院に進学して以降現在にいたるまで一貫してこれらの方言
を研究してきている。この間毎年数ヶ月間フィールド調査を行い，のべでは二
年ほどになるであろう。この調査の成果をまとめたものが本論文である。 
 論者の研究の特筆すべき特徴は、マクンドゥチ方言に関する最も詳細かつ精
確な文法記述を提出していることと、そこに見られる種々の言語現象を、標準
スワヒリ語やバンツー諸語研究で確立した文法記述の枠組みにとらわれず、一
般言語学的な知見を踏まえて記述し分析していることである。とりわけ文法化
や言語類型論の最新の知見を援用した分析は斬新である。本論文は全12章と四
つの付録から成り立っている。 1章は導入で、マクンドゥチ方言についての全
般的な説明である。続いて音素論（2章）、名詞類の形態論（3章）、動詞類の
形態論（4、6、7、8章）、プロソディー（5章）、統語論（9、10、11章）、結
論（12章）となっている。各部分は当該の文法項目に関わる詳細な記述と、先
行研究の問題点及び一般言語学的に興味深い言語現象を検討する部分から成り
立っている。例えばオーソドックスな音素分析を扱う2章とは別に立てた5章で
はプロソディーが扱われるが、先行研究で存在するとされてきた声調が論者の
調査によれば観察されず、全般に平板に発音されるとする。そのうえで論者の
観察が正しいことを、付録１に挙げられた多くの語彙を音響分析ソフトを使っ
て分析しそのことを証明してみせた。 
 3章は名詞、形容詞、代名詞、指示詞などの名詞類を扱う。バンツー系の言語
は、名詞に付加される接頭辞の種類に従って十数個のクラスに分類されること
が有名である。マクンドゥチ方言の名詞クラスを詳述した後、名詞類に属する
他の品詞について記述する。そして接頭辞に基づいて名詞クラスを認定する伝
統的な方式を放棄し、名詞と一致する語の形態素の形式を基準にすることによ
って、従来第11クラスとされてきた類は、一致の点で第3クラスと振る舞いが同
じで、それと合流する変化があったことを指摘する。伝統的文法記述の呪縛か
ら解放された論者の研究の成果として高く評価できる。 
 4、6、7、8章は動詞の活用と派生を扱う。4章では規則動詞、不規則動詞、動
詞連続、などの順に詳細に記述する。6章では動詞活用の基盤となる3種類の語
  
幹がレキシコンの中に登録される手続きとして、語根に各語幹を特徴づける語
末母音を付加するという伝統的な記述の不備を指摘した上でParadigm Function
 Morphologyの理論を援用する斬新な試みを行った。必ずしもすっきりした記述
にならない点は惜しまれるが、バンツー系の言語に膠着的ではない形態論も存
在することに注意を喚起している点は評価できる。7章はテンスとアスペクト及
び文法化の問題を扱う最長の章である。特筆すべき成果としては、まず動詞と
テンス・アスペクトマーカーとの組み合わせにより実現する意味によって、動
詞固有のアスペクトを6種類に分類することができたことがあげられる。また現
在文法化しつつある動詞の記述も極めて興味深い。なかでも，動詞 -chaka「欲
する」は未来を表す接辞-cha-に文法化した一方で、動詞として存続した-chaka
は新たに文法化し始め、将然のマーカーとして文法化しつつあることを指摘し
ている点は、文法化のサイクルと呼ばれる現象のひな形として今後参照される
だろう。8章はコピュラ動詞について論じる。「AはBである」を意味するコピュ
ラ文に、コピュラを使う場合と使わない場合があることを発見し、一般言語学
的知見を援用してその使い分けを明らかにする。付録2、3として7章と8章の説
明を補足する例文を掲げる。なお付録4は採集された民話と文法分析である。 
 9章では、統語的な振る舞いをもとに主語や目的語といった統語機能を定義し
た上で、SVOが基本語順であることを示した。また譲渡不可能名詞とその所有者
のような典型から外れる目的語の詳細な記述を行うが、これは先行研究では取
り上げられることがなかった現象である。10章では関係節について、4種類ある
その形式と機能、先行詞に関する接近可能性の階層などを多角的に分析した。
なかでも関係節内の項が節の外側に現れることがあると言う珍しい現象を発見
した意義は大きい。11章では指示詞の縮約形が主題表示の機能を担うことを指
摘した。さらに同じ主題化でも倒置構文などと異なり、主題に関して聞き手の
知識を増やす機能（Addressation）に特化していることも明らかにしたが、こ
れらは全て論者の新発見であった。 
 ただ本論文に問題点や望むべき点が残されていることも確かである。例えば
言語学の素養の無いインフォーマントに、論者が作例した文の文法性を尋ねる
ことを多用することなどはその一つである。論者に都合の良い判断を引き出し
ている可能性は排除できないし、それを読者が検証する術もない。索引や語彙
表がないことも文法書としての利便性を低下させている。ただ全体が電子媒体
で公表されれば、利用者は語彙や用語を容易に検索することができるだろう。  
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。2018年9月7日、調査委員4名が論文内容とそれに関連した事柄につい
て口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 
